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「
天
空
に
１
番
近
い
癒
し
湯
」

温
泉
・
浴
場

ダ
イ
ニ
ン
グ
を
開
設

料
理
・
食
事

食
材
の
宝
庫
、多
彩
な
料
理

料
理
・
食
事

文
豪
ゆ
か
り
の
絶
景
風
呂

温
泉
・
浴
場

世
界
で
最
も
歴
史
あ
る
旅
館

温
泉
・
浴
場

こ
だ
わ
り
の
味
を
追
求

料
理
・
食
事

名
園
に
配
さ
れ
た
個
性
豊
か
な
離
れ

客
室
・
館
内
設
備

四
季
折
々
の
富
士
を
楽
し
む

富
士
山

　
展
望
抜
群
の
露
天
風
呂
「
極
楽
湯
」

六
つ
の
風
呂
が
あ
る
大
浴
場
「
長
寿
の

湯
」

　
「
天
空
に
１
番
近
い
癒
し

湯
」
。
標
高
約
１
８
０
０
㍍

の
上
信
越
高
原
国
立
公
園
内

に
位
置
し
、
豊
富
な
湯
が
湧

出
す
る
日
進
舘
（
大
野
豊
社

長
）
。
天
然
木
を
浴
槽
に
使

っ
た
九
つ
の
特
色
あ
る
風
呂

が
あ
り
、
天
然
温
泉
の
湯
巡

り
を
満
喫
で
き
る
。

　
万
座
温
泉
は
１
日
約
５
０

０
万
㍑
と
い
う
豊
富
な
湯
量

を
誇
り
、
そ
の
湯
は
万
病
に

効
く
と
さ
れ
る
。
硫
黄
濃
度

「
日
本
一
」
と
い
う
乳
白
色

の
に
ご
り
湯
で
、
源
泉
の
温

度
は

度
以
上
と
高
温
。
自

然
湧
出
し
た
温
泉
を
掛
け
流

し
に
し
て
い
る
。

　
「
極
楽
湯
」
は
、
万
座
の

雄
大
な
山
々
と
満
天
の
星
空

が
広
が
る
展
望
露
天
風
呂
。

日
の
出
か
ら
夕

暮
れ
、
夜
間
ま

で

時
間
刻
々

と
移
ろ
う
抜
群

の
景
色
を
堪
能

で
き
る
。
モ
ダ

ン
な
新
館
「
湯

房
」
に
あ
る

「
万
天
の
湯
」

は
、
天
然
の
檜

を
配
し
た
風
呂

で
大
き
な
窓
か

ら
美
し
い
景
色

を
望
む
。
「
円

満
の
湯
」
は
家

族
や
夫
婦
で
利

用
で
き
る
貸
し
切
り
風
呂

だ
。

　
太
い
木
の
柱
に
支
え
ら
れ

た
大
浴
場
「
長
寿
の
湯
」
に

は
六
つ
の
風
呂
。
館
内
で
最

も
大
き
な
湯
船
で
万
座
最
古

と
さ
れ
る
「
苦
湯
」
、
硫
黄

独
特
の
香
り
が
強
い
「
姥

湯
」
、
周
辺
に
群
生
す
る
熊

笹
の
葉
を
浮
か

べ
た「
さ
さ
湯
」

を
は
じ
め
、

「
姥
苦
湯
」

「
真
湯
」
「
滝

湯
」
が
あ
る
。

　
万
病
に
効
く

と
い
う
温
泉
に

合
わ
せ
、
料
理

も
健
康
、
栄
養

を
重
視
。
夕
食

は
和
洋
中

種

以
上
の
メ
ニ
ュ

ー
が
味
わ
え
る

バ
イ
キ
ン
グ
。

こ
の
う
ち
和
食

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
長
寿
と
健

康
を
願
い
、
食
材
の
頭
文
字

を
と
っ
た
「
ま
ご
わ
や
さ
し

い
」コ
ー
ナ
ー
が
人
気
。豆
、

胡
麻
、ワ
カ
メ
、野
菜
、魚
、

シ
イ
タ
ケ
、
イ
モ
の
７
品
目

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
提
供
し
て

い
る
。
朝
食
も
、
栄
養
に
配

慮
し
た
料
理
が
並
ぶ
和
洋
バ

イ
キ
ン
グ
だ
。

　
客
室
は
計
１
５
３
室
で
、

和
室
、
洋
室
、
モ
ダ
ン
な
和

洋
室
か
ら
好
み
で
選
べ
る
。

館
内
ロ
ビ
ー
で
は
連
日
、
カ

ル
チ
ャ
ー
ラ
イ
ブ
が
開
催
さ

れ
て
い
る
。
合
宿
や
団
体
旅

行
に
は
、
日
進
舘
イ
ン
、
日

進
舘
ヒ
ュ
ッ
テ
を
一
棟
貸
し

切
り
に
で
き
る
プ
ラ
ン
も
あ

る
。

　
▽
万
座
温
泉
　
日
進
舘
は

群
馬
県
吾
妻
郡
嬬
恋
村
万
座

温
泉
。☎
０
２
７
９（
９
７
）

３
１
３
１
。http://www.man

za.co.jp/

　
魚
介
な
ど
旬
の
食
材
が
堪
能
で
き
る

　
稲
取
銀
水
荘
（
加
藤
昌
利

社
長
）
は
、
ダ
イ
ニ
ン
グ

「
銀
の
海
」
を
今
年
１
月
に

開
設
し
た
。
銀
水
荘
伝
統
の

部
屋
食
は
宿
泊
プ
ラ
ン
に
応

じ
た
提
供
で
継
承
し
て
い
る

が
、
昨
年

月
の
創
業

年

を
契
機
に
、
夕
食
、
朝
食
を

ダ
イ
ニ
ン
グ
で
提
供
す
る
ス

タ
イ
ル
に
深
化
さ
せ
た
。

　
ダ
イ
ニ
ン
グ
は
６
階
で
、

大
き
な
窓
か
ら
は
相
模
灘
を

一
望
で
き
、
高
い
天
井
が
開

放
感
を
演
出
す
る
。
ラ
イ
ブ

キ
ッ
チ
ン
も
新
設
し
た
。

　
夕
食
は
、
評
判
の
金
目
鯛

の
煮
付
け
や
お
造
り
を
は
じ

め
、
旬
の
魚
介
な
ど
を
生
か

し
た
創
作
会
席
料
理
。
朝
食

に
は
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
を
採

用
し
、
約

品

が
並
ぶ
。
地
魚

な
ど
は
ラ
イ
ブ

キ
ッ
チ
ン
で
焼

き
た
て
。
夕
食

の
献
立
と
し
て

人
気
が
高
か
っ

た
「
ク
リ
ー
ム

ス
ー
プ
」
は
朝

食
で
の
提
供
に

変
更
し
た
。

　
６
階
に
は
、

ウ
エ
ル
カ
ム
ド

リ
ン
ク
を
提
供

す
る
展
望
ラ
ウ

ン
ジ
、
露
天
風

呂
付
き
の
新
客
室
も
開
設
し

た
。

　
▽
稲
取
銀
水
荘
は
静
岡
県

賀
茂
郡
東
伊
豆
町
稲
取
１
６

２
４
の
１
。
☎
０
５
５
７

（
９
５
）２
２
１
１
。http:/

/www.inatori-ginsuiso.jp/

　
金
目
鯛
の
会
席
な
ど
料
理
が
多
彩

　
海
抜

㍍
の
高
台
か
ら
海

と
海
岸
の
絶
景
を
望
む
全
室

オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ロ
ン
ト
の
堂

ケ
島
ニ
ュ
ー
銀
水
（
加
藤
昌

利
社
長
）
。
西
伊
豆
は
海
、

山
の
食
材
の
宝
庫
で
、
板
前

が
腕
を
ふ
る
っ
た
料
理
の
数

々
が
人
々
を
魅
了
す
る
。

　
季
節
、
宿
泊
プ
ラ
ン
に
応

じ
た
献
立
は
多
彩
。例
え
ば
、

金
目
鯛
を
煮
付
け
、お
造
り
、

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
、
寿
司
で
堪

能
す
る
「
金
目
ざ
ん
ま
い
会

席
」
、
静
岡
産
牛
を
味
わ
う

「
富
士
の
め
ぐ
み
『
あ
し
た

か
牛
』
特
選
会
席
」
、
イ
セ

エ
ビ
と
ア
ワ
ビ
踊
り
蒸
し
が

並
ぶ
「
伊
勢
海
老
と
鮑
の
贅

沢
会
席
」
な
ど
が
あ
る
。

　
夕
食
会
場
は
「
海
一
望
ダ

イ
ニ
ン
グ
」
の

ほ
か
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
感
を
重

視
し
た
食
事
処

「
夢
遊
祝
（
む

ゆ
う
じ
ゅ
）」、

部
屋
食
か
ら
選

ぶ
。

　
朝
食
バ
イ
キ

ン
グ
は
、
和
洋

約

種
の
メ
ニ

ュ
ー
。
会
場
で

焼
き
上
げ
る
ミ

ニ
・
ク
ロ
ワ
ッ

サ
ン
、
パ
ン
プ

キ
ン
ス
ー
プ
な

ど
が
人
気
だ
。

　
▽
堂
ケ
島
ニ
ュ
ー
銀
水
は

静
岡
県
賀
茂
郡
西
伊
豆
町
仁

科
２
９
７
７
の
１
。
☎
０
５

５
８（
５
２
）２
２
１
１
。h

ttp://www.dougashima-new
ginsui.jp/

　
最
上
階「
川
の
湯
」の
露
天
風
呂

　
創
業
１
２
４
年
。
鵜
飼
で

有
名
な
清
流
長
良
川
、
山
頂

に
岐
阜
城
が
そ
び
え
立
つ
金

華
山
を
間
近
で
見
る
、
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
抜
群
の
宿
が
岐
阜

市
の
長
良
川
温
泉
ホ
テ
ル
パ

ー
ク（
山
岡
利
安
社
長
）だ
。

　
岐
阜
は
、
文
豪
・
川
端
康

成
の
「
初
恋
」
の
舞
台
で
あ

り
、
大
正

年
に
は
同
館
に

立
ち
寄
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

若
き
康
成
と
初
恋
の
相
手
だ

っ
た
初
代
さ
ん
と
の
足
跡
が

残
る
「
文
学
の
散
歩
道
」
も

た
ど
り
た
い
。

　
長
良
川
温
泉
に
は
７
軒
の

旅
館
・
ホ
テ
ル
が
あ
る
が
、

最
上
階
に
露
天
風
呂
が
あ
る

の
は
ホ
テ
ル
パ
ー
ク
だ
け
。

展
望
露
天
風
呂
「
山
の
湯
」

「
川
の
湯
」
か
ら
見
る
景
色

は
素
晴
ら
し
く
、
長
良
川
、

金
華
山
・
岐
阜
城
を
独
り
占

め
で
き
る
。

　
泉
質
は
鉄
分
や
ラ
ド
ン
を

含
み
、
リ
ュ
ー
マ
チ
や
神
経

痛
、
皮
膚
病
な
ど
に
効

果
が
あ
る
。
ス
ベ
ス
ベ

の
滑
ら
か
な
肌
に
な
る

と
あ
っ
て
、
女
性
客
の

受
け
も
い
い
。

　
女
性
専
用
岩
盤
浴
も

人
気
で
、
ブ
ラ
ッ
ク
ゲ

ル
マ
ニ
ウ
ム
、麦
飯
石
、

薬
宝
玉
石
の
３
種
類
が

あ
る
。
貸
し
切
り
で
の

岩
盤
浴
の
利
用
も
で
き
る
。

美
濃
和
紙
を
使
っ
た
エ
ス
テ

な
ど
も
あ
り
、
心
身
共
に
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
。

　
ま
た
、
清
流
長
良
川
の
水

で
育
ま
れ
た
川
の
幸
、
山
の

幸
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ん

だ
料
理
も
楽
し
み
た
い
。

　
▽
長
良
川
温
泉
ホ
テ
ル
パ

ー
ク
は
岐
阜
県
岐
阜
市
湊
町

３
９
７
の
２
。
☎
０
５
８

（
２
６
５
）５
２
１
１
。inf

o@hotelpark.jp/

　
「
全
館
源
泉
掛
け
流
し
の

宿
　
西
山
温
泉
　
慶
雲
館
」

（
川
野
健
治
郎
社
長
）
は
、

今
か
ら
お
よ
そ
１
３
０
０
年

前
の
西
暦
７
０
５
年
創
業
。

さ
ま
ざ
ま
な
部
門
の
世
界
一

を
記
録
し
た
「
ギ
ネ
ス
・
ワ

ー
ル
ド
・
レ
コ
ー
ズ
」
に
、

「
世
界
で
最
も
歴
史
あ
る
旅

館
」
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い

る
。
現
在
の
当
主
、
川
野
さ

ん
は

代
目
。
歴
史
の
重
み

を
感
じ
さ
せ
る
宿
だ
。

　
温
泉
は
こ
の
地
に
流
浪
し

て
き
た
都
人
の
藤
原
真
人
が

狩
猟
の
途
中
に
偶
然
発
見
。

以
来
、
現
在
ま
で
枯
れ
る
こ

と
な
く
湧
き
続
け
、
武
田
信

玄
、
徳
川
家
康
な
ど
多
く
の

名
将
、
文
人
が
こ
の
地
を
訪

れ
、
湯
に
入
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

　
自
然
湧
出
の
源
泉
を
４
本

持
ち
、
泉
質
は
含
塩
化
土
類

芒
硝
泉
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
カ

ル
シ
ウ
ム
、
硝
酸
塩
、
塩
化

物
）
。
日
本
列
島
を
横
断
す

る
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
の
大
地

の
裂
け
目
か
ら
長
年
に
わ
た

り
涵
養
さ
れ
て
湧
出
し
て
く

る
名
湯
だ
。

　
２
０
０
６
年
に
は
開
湯
１

３
０
０
年
の
ア
ニ
バ
ー
サ
リ

ー
事
業
と
し
て
、
宿
の
す
ぐ

隣
で
温
泉
掘
削
を
し
た
と
こ

ろ
、
泉
温

度
、
日
本
随
一

と
い
う
毎
分
１
６
０
０
㍑
以

上
の
自
噴
泉
を
掘
り
当
て

た
。

　
合
計
毎
分
２
千
㍑
以
上
の

源
泉
を
、
展
望
大
浴
場
、
野

天
風
呂
な
ど
６
種
類
の
浴
場

ほ
か
、
客
室
風
呂
、
給
湯
、

シ
ャ
ワ
ー
で
使
用
。
い
ず
れ

も
加
温
、
加
水
を
せ
ず
に
使

っ
て
い
る
。
た
だ
、
限
り
あ

る
自
然
の
恵
み
を
無
駄
遣
い

す
る
こ
と
な
く
、
使
用
湯
量

は
湧
出
量
の
４
分
の
１
程
度

に
と
ど
め
て
い
る
。

　
温
泉
施
設
は
同
館
の
顔
と

い
え
る
野
天
風
呂
「
望
渓
の

湯
」
「
白
鳳
の
湯
」
と
最
上

階
の
展
望
風
呂「
桧
香
の
湯
」

「
石
風
の
湯
」
。
ほ
か
に
、

二
つ
の
貸
し
切
り
露
天
風
呂

が
あ
る
。

　
料
理
は
山
里
の
恵
み
を
生

か
し
た
体
に
優
し
い
会
席
。

山
と
川
の
幸
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
い
、
海
の
も
の
は
一
切
使

っ
て
い
な
い
。
料
理
長
の
佐

藤
眞
司
さ
ん
は
平
成

年
３

月
、
第

回
全
日
本
日
本
料

理
コ
ン
ク
ー
ル
郷
土
料
理
部

門
で
国
土
交
通
大
臣
賞
を
受

賞
し
た
腕
前
。
至
高
の
逸
品

を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
▽
慶
雲
館
は
山
梨
県
南
巨

摩
郡
早
川
町
西
山
温
泉
。
☎

０
５
５
６
（
４
８
）
２
１
１

１
。http://www.keiunkan.c

o.jp/

望渓の湯

深山会席

　
料
理
イ
メ
ー
ジ

　
富
山
県
・
宇
奈
月
温
泉
の

延
楽（
濱
田
政
利
社
長
）は
、

旅
館
料
理
の
枠
を
超
え
た
こ

だ
わ
り
の
味
を
追
求
し
て
い

る
。
生
地
港
か
ら
毎
朝
仕
入

れ
る
魚
介
、
地
元
の
米
や
野

菜
を
使
い
、
受
け
継
が
れ
て

き
た
伝
統
の
調
理
技
術
で
宿

泊
客
を
う
な
ら
せ
て
い
る
。

　
料
理
の
コ
ー
ス
は
、
海
、

山
の
幸
を
特
注
の
器
で
堪
能

で
き
る「
雅
膳
」を
は
じ
め
、

季
節
感
あ
ふ
れ
る
逸
品
が
並

ぶ「
匠
膳
」「
黒
部
旬
彩
膳
」

「
黒
部
せ
せ
ら
ぎ
膳
」
な
ど

を
用
意
し
て
い
る
。

　
秋
、
冬
は
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ

ニ
、
ホ
ン
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
が
膳

を
彩
る
。
旬
の
魚
も
そ
れ
ぞ

れ
に
う
ま
い
。
白
身
魚
の
刺

身
に
は
伝
統
的
な
調
味
料

「
煎
り
酒
」
を

つ
け
だ
れ
に
。

こ
の
煎
り
酒
が

評
判
で
、
瓶
詰

め
に
し
た
商
品

が
館
内
で
販
売

さ
れ
て
い
る
。

米
は
地
元
の
契

約
農
家
か
ら
コ

シ
ヒ
カ
リ
を
仕

入
れ
て
い
る
。

　
上
質
な
料
理

を
楽
し
む
と
と

も
に
、
黒
部
渓

谷
を
望
む
露
天

風
呂
に
浸
か
れ
ば
至
福
の
ひ

と
時
が
過
ご
せ
る
。

　
▽
延
楽
は
富
山
県
黒
部
市

宇
奈
月
温
泉
３
４
７
の
１
。

☎
０
７
６
５
（
６
２
）
１
２

１
１
。http://www.enraku.c

om/

　
離
れ
外
観
（
夕
暮
れ
）

　
離
れ
露
天

　
２
０
１
９
年
に
創
業

周

年
を
迎
え
る
、
山
梨
県
甲
府

市
湯
村
温
泉
の
常
磐
ホ
テ
ル

（
笹
本
健
次
社
長
）
。
ア
メ

リ
カ
の
日
本
庭
園
専
門
雑
誌

で
３
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た

こ
と
も
あ
る
日
本
庭
園
は
、

「
甲
州
の
名
園
」
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
。

　
そ
ん
な
庭
園
を
中
心
に
配

置
さ
れ
た
客
室
は
全

室
。

南
ア
ル
プ
ス
を
望
む
東
館
、

富
士
山
を
遠
望
す
る
西
館
、

ど
ち
ら
も
ゆ
っ
た
り
と
し
た

間
取
り
で
上
品
な
和
の
情
緒

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
中
で
も
常
磐
ホ
テ
ル
ら
し

い
風
情
を
彩
る
の
は
７
棟


室
の
個
性
豊
か
な
離
れ
。
庭

園
に
面
し
た
各
離
れ
は
、
各

界
の
賓
客
を
お

も
て
な
し
す
る

の
に
ふ
さ
わ
し

い
、
趣
の
あ
る

ぜ
い
た
く
な
造

り
と
な
っ
て
い

る
。
離
れ
１
階

の
客
室
は
、
源

泉
掛
け
流
し
の

露
天
風
呂
付
き

客
室
と
な
っ
て

お
り
、
檜
、
陶

器
、
舞
台
造
り

な
ど
全
て
趣
が

異
な
る
風
呂
が

配
さ
れ
、
他
の

人
の
目
を
気
に
す
る
こ
と
な

く
温
泉
を
満
喫
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
将
棋
・
囲

碁
の
タ
イ
ト
ル
戦
が
行
わ
れ

る
、
番
勝
負
の
間
「
九
重
」

も
人
気
の
一
部
屋
だ
。

　
西
館
２
階
に
は
、
同
館
で

開
催
さ
れ
た
囲
碁
・
将
棋
の

タ
イ
ト
ル
戦
の

歴
史
を
写
真
と

と
も
に
展
示
し

て
い
る
ギ
ャ
ラ

リ
ー
「
名
人
の

小
径
（
こ
み

ち
）」が
あ
り
、

歴
戦
の
様
子
を

感
じ
る
こ
と
も

で
き
る
。

　
温
泉
は
男
女

そ
れ
ぞ
れ
、
特

徴
あ
る
設
備
と

な
っ
て
い
る
。

黒
い
御
影
石
、

開
放
的
な
窓
と

広
い
湯
船
、
壁

や
天
井
に
木
材
を
使
用
し
、

重
厚
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
す

男
性
風
呂
。
併
設
の
露
天
風

呂
は
庭
園
の
中
に
あ
り
、
四

季
折
々
の
景
色
を
眺
め
な
が

ら
く
つ
ろ
げ
る
。
女
性
大
浴

場
は
、
男
性
浴
場
と
は
対
照

的
な
赤
い
御
影
石
の
縁
で
囲

ま
れ
た
大
き
な
浴
槽
が
魅

力
。
大
き
な
窓
か
ら
は
、
採

光
が
豊
か
に
降
り
注
ぐ
。ま

た
、女
性
露
天
風
呂
に
は
、

木
の
香
り
豊
か
な
檜
風
呂
が

使
わ
れ
て
い
る
。

　
開
湯
１
２
０
０
年
、
「
武

田
信
玄
の
隠
し
湯
」
と
し
て

歴
史
あ
る
湯
村
温
泉
。
身
も

心
も
つ
る
つ
る
に
、
心
癒
や

さ
れ
元
気
に
な
る
時
間
を
満

喫
し
て
み
て
は
。

　
▽
常
磐
ホ
テ
ル
は
山
梨
県

甲
府
市
湯
村
２
の
５
の

。

☎
０
５
５
（
２
５
４
）
３
１

１
１
。http://www.tokiwa-h

otel.co.jp/

　
秀
峰
閣
湖
月
の
外
観

富
士
山
と
河
口
湖
を
望
め
る
露
天
風
呂

　
古
来
よ
り
山
岳
信
仰
の
対

象
と
し
て
日
本
人
の
心
の
よ

り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
き
た
富

士
山
。
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
そ
の

魅
力
は
海
外
で
も
注
目
さ
れ

て
い
る
。

　
山
梨
県
・
富
士
河
口
湖
温

泉
郷
の
秀
峰
閣
湖
月
（
小
佐

野
国
博
社
長
）
は
、
河
口
湖

の
北
岸
、
湖
の
ほ
と
り
に
建

ち
、
客
室
、
露
天
風
呂
、
大

浴
場
な
ど
館
内
ど
こ
か
ら
で

も
富
士
の
姿
を
眺
め
ら
れ
る

と
評
判
の
宿
。
国
道
か
ら
１

㌔
㍍
離
れ
て
い
る
た
め
、
静

寂
さ
も
魅
力
の
一
つ
だ
。

　
宿
か
ら
一
歩
外
に
出
れ
ば

湖
畔
の
波
打
ち
際
。
「
湖
面

越
し
に
眺
め
る
富
士
山
は
稜

線
が
は
っ
き
り

と
し
、
麓
ま
で

分
か
る
。
形
は

ほ
ぼ
左
右
対

称
。
こ
こ
ま
で

美
し
い
富
士
は

な
か
な
か
な

い
」
と
宮
下
武

常
務
。

　
夏
の
赤
富

士
、
秋
は
紅
葉

を
添
え
、
冬
の

雪
山
、
春
は
桜

と
共
に
、
と
四

季
折
々
の
趣
を

楽
し
め
る
。
天

候
に
よ
り
富
士
山
を
視
認
で

き
る
確
率
は
半
々
。

　
「
ご
覧
い
た
だ
け
た
お
客

さ
ま
は
そ
の
日
と
て
も
ご
機

嫌
で
す
」
と
宮
下
常
務
。
雨

天
の
と
き
は
富
士
山
の
絵
葉

書
を
渡
す
。

　
湯
に
浸
か
り
な
が
ら
見
る

富
士
は
ま
た
格

別
だ
。
婦
人
露

天
風
呂
「
赤
富

士
」
や
殿
方
露

天
風
呂
「
黒
富

士
」で
は
直
に
、

婦
人
大
浴
場

「
お
と
め
桜
」

や
殿
方
大
浴
場

「
ふ
じ
桜
」
で

は
ガ
ラ
ス
越
し

に
河
口
湖
と
そ

の
先
の
富
士
を

望
め
る
。
温
泉

で
日
頃
の
疲
れ

を
癒
や
し
、
富

士
を
見
て
気
力

を
高
め
ら
れ
る
。

　
婦
人
大
浴
場
に
は
ス
チ
ー

ム
サ
ウ
ナ
を
、
殿
方
大
浴
場

に
は
サ
ウ
ナ
を
設
置
し
て
い

る
。
婦
人
用
の
脱
衣
室
に
は

パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
と
畳
の
段

が
設
け
て
あ
り
、
小
さ
い
子

ど
も
の
着
替
え
な
ど
に
利
用

で
き
る
。

　
湯
上
が
り
処
で
は
午
後
７

時
ま
で
、
生
ビ
ー
ル
と
、
富

士
山
の
う
ま
い
水
の
サ
ー
ビ

ス
を
し
て
い
る
。

　
客
室
は
通
常
の
和
室
、
和

洋
室
の
ほ
か
に
、
露
天
風
呂

付
き
や
足
湯
付
き
の
特
別
室

や
和
室
、
和
洋
室
も
用
意
。

温
泉
に
浸
か
っ
て
自
分
だ
け

の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
富
士
を
心

ゆ
く
ま
で
堪
能
で
き
る
。

　
▽
秀
峰
閣
湖
月
は
山
梨
県

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
河

口
２
３
１
２
。
☎
０
５
５
５

（
７
６
）８
８
８
８
。http:/

/www.kogetu.com/
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